
１ これまでの経緯 

３ 今後の対応（案） 

① 平成２３年９月９日 南本牧最終処分場への埋立てを発表 

下水汚泥焼却灰の埋立てについて安全性確認→９月１５日以降に埋立て開始を発表。 

 

② 平成２３年９月１４日 南本牧最終処分場への埋立てを凍結 

関係者の皆様に説明不十分であったため、十分なご説明を行うまでの間、埋立てを「凍結」。 

 

③ 市民・関係者への説明状況 

「管理型処分場への下水汚泥焼却灰の埋立てに関する安全評価検討書」※の内容を分か 

りやすく説明した資料を用いて、市民・関係者へ説明。 

 

 

２ 下水汚泥焼却灰の状況 

① 保管している下水汚泥焼却灰の放射性物質濃度と保管量 

② 焼却灰の場内保管状況（平成２５年９月末現在） 

① 第一段階として、今後、日々発生する汚泥焼却灰の埋立てを検討します。 

・ 最近の汚泥焼却灰は放射性物質濃度が低下しており、更に安全性が増しています。 

・ 南本牧最終処分場の陸上部分を活用し、埋立て場所を特定します。 

→別紙２「埋立て処分についての具体的考え方（案）」参照 

 

② 現在保管している焼却灰については、周辺への影響をモニタリングしながら今後検討します。 

 

③ 下水汚泥を資源として有効利用します。 

 セメント原料としての有効利用や、その他様々な有効利用（改良土事業の継続、汚泥燃料化 

事業など）について検討や推進を引き続き行っていきます。 

 ※ 別紙１「安全評価検討書の概要」参照 

H25/9/26 

北部 690Bq/kg 

南部 590Bq/kg 

H25/9/24 

 

 凍結経緯・焼却灰の状況等の説明や施設の見学 

地元等関係者 ６３回 

下 水 汚 泥 焼 却 灰 の こ れ ま で の 経 緯 と 今 後 の 対 応 ( 案 ) に つ い て 

南 部 汚 泥 資 源 化 セ ン タ ー 

保 管 量  １ ８ , ３ ０ ０ ト ン 

北 部 汚 泥 資 源 化 セ ン タ ー 

保 管 量  ９ , ９ ０ ０ ト ン 

 発生した焼却灰は、フレコンバッグに詰めて、安全に保管しています。フレコンバッグは 

収納効率を上げるために、コンテナに収納し、コンテナを２段積みにして保管しています。 

 効率的に保管していますが、平成２５年度末で保管スペースがなくなります。 

○ 



 

安全評価検討書の概要 

処分等の「考え方」と「めやす」

今
回
の
説
明

同様の検討を行っています。

安全評価の考え方

この安全評価検討は平成 23 年９月に実施したものです 

別紙１ 

この資料は安全評価検討書について、市民・関係者の皆様に理解していただくために作成した 

「放射性物質を含む下水汚泥焼却灰等の安全性について（安全評価検討書の説明資料について）」 

の概要です。 

○ 



焼却灰を加湿し、産業廃棄物車で運搬 

（確実運搬） 

 

 

・水面埋立て 

＜不特定場所埋立て＞ 

（下水焼却灰セシウムは水にほとんど溶出しない） 

・確実覆土 

・陸地化したところ（南本牧最終処分場の陸上部分）に 

 埋立て 

＜特定場所埋立て＞ 

・確実覆土 

特定産業廃棄物投入のモニタリング 

（当初は一般産業廃棄物概念がない） 

 

・発生灰の濃度管理 

・処分場排水の管理 

『安全評価検討書』 『安全評価検討書』＋『追加対策』 

当初の考え方 今回の考え方 今後の検討事項 

運搬方法 

埋立て方法 

モニタリング 

焼却灰を加湿し、産業廃棄物車で運搬、 

（確実運搬） 
  

 

 

  

 

 埋立て処分についての具体的考え方（案） 

一般産業廃棄物ですが特定産業廃棄物投入と 

同等のモニタリング（確実モニタリング） 

 

・発生灰の濃度管理 

・処分場排水の管理 

対象焼却灰 

・発生焼却灰の全量埋立 

  

 ①特定産業廃棄物＜23.5～23.12＞ 7,800トン 

 ②一般産業廃棄物＜24.1～25.9 ＞20,400トン 

 ③一般産業廃棄物＜日々発生灰 ＞約30トン／日   

 

「最大で6,500Ｂｑ／ｋｇ」 

・発生焼却灰の一部埋立 （試験埋立で確認した後） 

 

③一般産業廃棄物＜日々発生灰＞約30トン／日  

 
    最新データは、 

北部690Ｂｑ／ｋｇ（25.9.26） 

南部590Ｂｑ／ｋｇ（25.9.24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 日々発生灰は、埋立て開始後、周辺へ 

  の影響をモニタリングします。 

 

 

② その結果を見極め、保管焼却灰につい 

  て対応を検討します。 

 

 

  保管焼却灰        28,200トン 

別紙２ 
○ 
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